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よ
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昭
和
三
年
四
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昭
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四
年
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月
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和
七
年
二
　
月
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（
昭
和
九
年
六
月
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昭
和
十
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年
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月
）

（
昭
和
三
十
年
五
月
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「
離
陸
路
日
記
」
　
試
論

菊
亭
香
水
の
「
讃
世
路
日
記
」
（
明
治
十
七
年
刊
）
に
つ
い
て
は
、
神
代
種

亮
・
柳
田
泉
・
本
間
久
雄
の
諸
氏
が
詳
述
し
、
ま
た
そ
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ

て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
文
学
史
の
な
か
に
、
こ
の
「
世
路
日
記
」
に

触
れ
た
も
の
は
、
極
め
て
乏
し
く
、
篠
田
太
郎
氏
の
「
鰯
諮
よ
近
代
日
本
文

学
史
」
、
吉
田
精
一
氏
の
「
明
治
大
正
文
学
史
」
、
岡
崎
義
恵
氏
縞
の
「
明
治
文

化
史
・
文
芸
編
」
等
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
。

神
代
氏
は
「
明
治
文
学
名
著
全
集
・
世
路
日
記
」
　
（
大
正
十
五
年
刊
）
の
解

題
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
世
路
日
記
」
は
菊
亭
香
水
の
仮
号
を
以
て
佐
藤
蔵
太
郎
の
著
作
せ
る
小

説
に
し
て
、
「
小
説
神
髄
」
以
前
に
於
け
る
新
棟
の
作
品
な
り
。
其
の
、
所

謂
戯
作
よ
り
一
歩
を
進
め
た
る
点
に
於
い
て
、
又
政
治
小
説
の
先
駆
を
な
せ

る
点
に
於
い
て
、
文
学
史
上
に
一
地
位
を
占
む
べ
き
も
の
た
り
。
発
行
部
数

よ
り
青
ば
は
、
明
治
初
期
の
小
説
車
、
恐
ら
く
は
其
の
右
に
出
づ
る
も
の
無

か
ら
む
欺
。

こ
こ
に
言
う
「
新
棟
の
作
品
」
の
内
容
は
、
「
戯
作
よ
り
一
歩
を
進
め
た
」
こ

と
と
、
「
政
治
小
説
の
先
駆
を
な
す
」
　
こ
と
の
二
者
で
あ
る
。
こ
の
後
者
の

「
政
治
小
説
の
先
駆
を
な
す
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
柳
田
泉
氏
は
、
そ
の
著

「
謙
世
路
日
記
」
試
論

和
　
田
　
繁
　
二
　
郎

「
政
治
小
説
研
究
」
に
お
い
て
、

「
畿
世
路
日
記
」
の
今
本
は
、
政
治
小
説
と
し
て
見
れ
ば
見
ら
る
る
も

の
で
あ
る
が
、
著
作
の
初
め
に
於
い
て
は
、
こ
れ
に
政
治
的
意
図
を
轟
す
る

っ
も
り
は
何
等
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
世
路
日
記
」
は
中
途
で
改
題
し
た

題
名
で
あ
っ
て
、
そ
の
初
名
を
「
隷
艶
才
春
話
」
　
と
い
ふ
。
こ
れ
の
執
筆

は
明
治
十
一
年
の
由
で
あ
る
が
云
々

と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
「
艶
才
春
話
」
は
上
篇
（
十
四
回
）
は
明
治
十
五
年
四

月
、
申
篇
（
十
回
）
は
明
治
十
五
年
七
月
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
下
篤
は
こ

れ
よ
り
二
年
の
後
の
出
版
で
あ
る
。
こ
れ
は
著
者
の
多
忙
の
た
め
執
筆
が
遅
れ

た
の
で
あ
っ
て
、
十
七
年
四
月
、
上
中
下
の
三
篤
を
合
冊
刊
行
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
題
名
を
改
め
「
畿
世
路
日
記
」
と
し
た
の
で
ぬ
る
。

柳
田
氏
の
言
う
「
初
め
に
於
い
て
」
と
は
、
こ
の
上
申
篤
、
す
な
わ
ち
「
艶
才

春
話
」
の
部
分
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
簡
単
に
梗
概
に
触
れ
て
お
こ
う
。

青
年
教
師
久
松
菊
雄
は
教
え
子
の
松
江
タ
ケ
と
将
来
を
誓
う
仲
と
な
る
。

同
町
の
非
行
少
年
安
井
策
太
は
か
ね
て
タ
ケ
に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
が
、
久

松
と
の
仲
を
知
っ
て
、
町
の
ボ
ス
に
働
き
か
け
菊
雄
を
避
地
の
学
校
へ
転
任

三



さ
せ
て
し
ま
う
。
一
方
タ
ケ
の
継
帰
は
菊
雄
を
遠
ざ
け
、
タ
ケ
を
親
類
へ
嫁

入
さ
せ
る
。
菊
雄
は
教
員
社
会
に
見
切
り
を
つ
け
、
一
層
の
向
上
を
目
指
し

て
大
阪
に
遊
学
す
る
。
一
方
タ
ケ
は
嫁
し
た
も
の
の
、
常
に
菊
雄
を
思
い
、

夫
に
仕
え
な
い
の
で
、
夫
の
怒
り
を
買
い
、
一
日
実
家
へ
戻
っ
て
く
る
。
継

母
は
怒
っ
て
雪
の
中
へ
突
き
出
す
。
タ
ケ
は
自
殺
を
は
か
る
。
（
以
上
が
上

申篇）タ
ケ
は
彼
女
等
の
嫌
的
人
江
崎
某
に
救
わ
れ
、
そ
の
家
に
か
く
ま
わ
れ
る
。

一
方
菊
雄
は
大
阪
で
結
城
松
雄
、
勝
間
田
早
苗
の
良
友
を
得
、
益
々
勉
学
に

つ
と
め
る
。
菊
雄
は
著
書
を
出
す
に
あ
た
っ
て
、
出
資
者
を
求
め
秋
田
某
氏

に
遭
う
。
秋
田
の
娘
千
代
子
は
菊
雄
に
は
げ
し
く
恋
慕
す
る
。
秋
田
は
菊
雄

の
人
品
を
愛
し
、
二
人
を
結
婚
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
菊
雄
は
父
危
篤
の
報

に
接
し
て
帰
国
す
る
。
父
の
死
後
、
郊
外
を
散
策
申
、
タ
ケ
に
遭
う
。
タ
ケ

の
結
婚
は
名
餞
の
み
の
結
婚
で
、
ま
だ
操
を
た
て
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
六

年
ぶ
り
で
二
人
は
結
婚
す
る
。
そ
の
後
、
菊
雄
は
、
結
城
と
と
も
に
東
上
し
、

政
治
運
動
に
従
う
。
（
以
上
下
篇
）

こ
の
よ
う
に
、
上
中
簾
で
は
、
特
に
政
治
的
な
意
識
は
出
て
こ
な
い
。
菊
雄

が
教
員
を
辞
し
、
大
阪
へ
出
る
際
に
も
、
「
久
松
菊
雄
ハ
一
タ
ピ
タ
ケ
ト
別
レ

テ
ヨ
リ
爾
后
鬱
々
ト
シ
テ
妻
モ
楽
ム
所
ア
ラ
サ
リ
シ
カ
漸
ク
ニ
シ
テ
以
為
ラ
ク

鴫
呼
較
寵
モ
時
ヲ
得
ス
シ
テ
駈
捌
卜
巣
葉
ヲ
同
フ
セ
ハ
蟻
蝮
ノ
為
メ
ニ
苦
シ
メ

ラ
ル
ト
余
今
少
シ
ク
為
メ
ニ
ス
ル
所
ア
ツ
テ
以
テ
姑
ク
此
卑
職
ヲ
奉
ス
レ
ハ
コ

ツ
亦
今
日
ノ
如
ク
心
ニ
ア
ラ
サ
ル
ノ
卑
屈
ヲ
モ
作
ス
可
ケ
レ
何
ソ
止
テ
長
ク
此

郡
事
二
従
フ
可
キ
者
ナ
ラ
シ
ャ
若
カ
ス
速
二
此
任
ヲ
解
テ
以
テ
自
主
独
立
ノ
墓

ヲ
謀
ラ
ン
ニ
ハ
ト
独
り
奮
焉
ト
シ
テ
此
二
一
志
ヲ
決
シ
断
然
職
ヲ
致
シ
校
ヲ
退

キ
遂
二
笈
ヲ
負
ヒ
父
母
ヲ
辞
シ
一
身
郷
関
ヲ
背
ニ
シ
テ
而
シ
テ
出
ツ
」
と
ぬ
る
。

四

こ
の
よ
う
に
た
だ
「
自
主
独
立
ノ
基
ヲ
諜
ラ
ン
」
と
あ
る
ば
か
り
で
、
こ
と
さ

ら
に
政
治
運
動
を
意
味
す
る
も
の
は
な
い
の
で
ぬ
る
。

ま
た
、
既
に
柳
田
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
「
艶
才
春
話
」
の
題
名
よ

り
も
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
「
覇
花
柳
春
話
」
（
丹
羽
純
一
邦
訳
・
明

治
十
一
年
）
の
影
響
を
多
分
に
受
け
で
あ
り
、
そ
の
点
、
仲
を
隔
て
ら
れ
た
男

女
が
、
積
年
の
後
、
相
結
ば
れ
る
と
こ
ろ
に
重
点
を
置
い
た
も
の
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
が
政
治
的
色
彩
を
帯
び
る
の
は
、
よ
う
や
く
下
篤
の
巻
末
に
お
い
て
の

み
で
あ
る
。
そ
れ
は
菊
雄
と
タ
ケ
の
結
婚
後
の
こ
と
で
、
あ
た
か
も
つ
け
た
し

の
感
さ
え
あ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

時
正
二
明
治
十
四
年
十
一
月
初
旬
ニ
シ
テ
世
ハ
恰
モ
明
治
二
十
三
年
ヲ
期

シ
テ
国
会
ヲ
開
設
ス
へ
シ
ト
ノ
大
詔
ア
リ
タ
ル
時
二
際
シ
挙
国
ノ
人
心
大
二

奮
起
シ
テ
萄
モ
志
ヲ
国
事
二
懐
ク
署
ハ
皆
ナ
争
フ
テ
四
万
二
奔
走
シ
有
志
ヲ

集
メ
テ
人
心
団
結
ノ
事
ヲ
謀
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ
時
二
会
々
（
中
略
）
友
人
結
城

松
雄
ノ
訪
ヒ
来
タ
ル
ア
リ
テ
留
マ
ル
コ
ト
数
日
英
二
国
事
ヲ
諭
シ
当
世
ヲ
談

シ
シ
カ
今
ヤ
男
児
タ
ル
者
ノ
安
シ
シ
テ
僻
隅
二
逸
居
シ
在
ル
可
キ
ノ
秋
ニ
ア

ラ
ン
ヤ
ト
互
二
主
義
ヲ
共
ニ
シ
目
的
ヲ
同
フ
シ
テ
大
二
改
進
自
由
ノ
説
ヲ
主

張
シ
翌
十
五
年
歳
始
二
及
ヒ
二
人
英
二
再
と
故
郷
ヲ
後
ニ
シ
テ
東
京
二
来
り

今
ヤ
現
二
某
政
党
一
－
加
盟
シ
演
説
二
文
壇
二
専
ラ
彼
ノ
改
進
自
由
ノ
説
ヲ
主

張
シ
居
ル
ト
云
フ

と
い
っ
て
い
る
。
ま
ず
こ
の
よ
う
な
附
説
的
な
と
こ
ろ
に
の
み
政
治
小
説
ら
し

さ
が
見
ら
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
に
時
代
の
推
移
と
と
も
に
、
作
者
の
政
治
的

開
眼
が
行
わ
れ
た
と
は
認
め
得
る
も
の
の
、
こ
の
件
を
も
っ
て
政
治
小
説
と
見
、

ま
た
政
治
小
説
の
先
駆
と
見
る
こ
と
は
い
さ
さ
か
過
言
だ
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い。

た
だ
こ
の
結
末
へ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
必
然
と
見
、
民
間
の
一
知
識
人
が
政
治

的
意
識
に
目
覚
め
た
と
い
う
記
述
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
当
時
の
政
治
小
説
、

す
な
わ
ち
、
外
国
の
情
勢
を
か
り
て
示
唆
す
る
も
の
（
「
経
国
美
談
L
I
十
六
・

十
七
年
－
等
）
、
寓
意
を
以
て
政
界
を
諷
刺
し
た
も
の
（
「
阿
国
民
造
自
由
廼
錦

砲
L
I
十
四
・
十
六
年
－
等
）
、
自
由
民
権
思
想
宣
伝
の
具
に
す
ぎ
な
い
も
の

（
「
自
由
艶
舌
女
文
章
」
I
十
七
年
－
等
）
な
ど
か
ら
見
れ
ば
、
「
雪
中
梅
」
以

後
の
写
実
的
な
政
治
小
説
の
先
駆
を
な
す
と
い
う
こ
と
は
言
い
得
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
や
は
り
「
雪
中
梅
」
ぬ
た
り
と
比
較
す
る
と
、
政
治
的
意
識
な
い
し

は
素
材
が
、
著
し
く
微
弱
で
附
説
的
で
あ
り
、
元
々
こ
れ
を
政
治
小
説
だ
と
称

す
る
の
が
無
理
だ
と
す
る
の
が
妥
当
な
よ
う
で
あ
る
。
（
明
治
二
十
八
年
刊
の

訂
正
増
補
版
は
、
政
治
活
動
の
部
分
が
書
き
加
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
政
治

小
説
と
称
し
て
も
よ
い
。
）

次
に
神
代
氏
の
言
う
「
所
謂
戯
作
よ
り
一
歩
を
進
め
た
る
点
」
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
た
し
か
に
認
め
得
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
右
の
通
り
「
世
路
日

記
」
に
は
政
治
的
な
素
材
や
意
識
は
微
弱
で
あ
る
が
、
他
の
社
会
批
判
や
文
明

批
評
は
か
な
り
顕
著
で
あ
る
。
な
か
で
も
教
育
界
の
腐
敗
を
突
く
言
葉
は
燭
烈

で
あ
る
。
主
人
公
久
松
菊
雄
が
転
勤
の
辞
令
を
受
け
た
時
の
憤
慨
で
あ
る
が
、

臥
本
県
ノ
学
務
課
員
こ
、
能
ク
人
材
ヲ
観
察
シ
テ
以
テ
之
ヲ
登
眉
ス
ル
ノ

識
見
二
宮
ル
者
ア
ル
ゴ
ト
ナ
ク
亦
夕
彼
ノ
巡
回
教
師
ノ
如
キ
学
区
取
締
ノ
如

キ
多
ク
ハ
母
レ
愛
憎
三
園
テ
事
ヲ
行
ヒ
私
謁
ヲ
受
ケ
テ
務
ヲ
弁
ス
ル
モ
ノ
少

シ
ト
セ
ス
現
二
余
力
知
ル
所
ノ
村
井
氏
ノ
如
キ
ハ
才
学
英
二
兼
備
シ
テ
加
フ

ル
ニ
能
ク
意
ヲ
学
事
二
注
キ
同
校
ノ
進
歩
較
観
ル
可
キ
モ
ノ
少
キ
ニ
非
ラ
ス

ト
離
モ
憫
ム
可
シ
更
二
一
等
ヲ
進
タ
ル
コ
ト
ナ
ク
之
二
反
シ
テ
彼
ノ
滝
某
ノ

「
謙
世
路
日
記
」
試
論

如
キ
ハ
浅
学
不
才
一
章
ノ
文
辞
ス
ラ
容
易
二
之
ヲ
綴
り
得
ル
能
ハ
ス
只
兵
長

ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
軽
弁
卜
訣
笑
ト
ノ
、
、
、
然
レ
ト
モ
彼
レ
既
二
彼
ノ
高
等
二
在

り
（
中
略
）
英
二
長
大
息
ノ
至
リ
ニ
擬
へ
シ
ャ
（
第
五
回
）

任
ヲ
学
務
二
奉
ス
ル
ノ
官
吏
等
タ
ル
ヤ
概
ネ
英
知
識
二
宮
メ
ル
者
ア
ラ
ス

シ
テ
以
テ
教
育
ノ
車
重
モ
其
真
理
ヲ
解
ス
ル
能
ハ
ス
（
中
略
）
是
ヲ
以
テ
教

課
ノ
設
ケ
甚
夕
其
宜
シ
キ
ヲ
失
ス
ル
モ
ノ
多
ク
教
員
ノ
鄭
障
大
二
其
当
ヲ
誤

ル
モ
ノ
少
シ
ト
セ
ス
（
中
略
）
生
徒
ノ
学
術
之
ヲ
実
際
二
知
ル
ニ
ア
ラ
ス
教

員
ノ
勤
怠
之
ヲ
実
際
二
知
ル
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
以
テ
只
彼
浅
学
不
識
ナ
ル
巡
回

教
師
力
待
遇
ノ
厚
薄
二
因
テ
到
ル
処
毀
誉
ヲ
悉
マ
、
ニ
シ
タ
ル
一
冊
ノ
巡
回

日
誌
卜
無
知
頑
愚
ナ
ル
学
区
取
締
力
愛
憎
賄
賂
二
由
テ
以
テ
己
レ
カ
私
偏
ヲ

蓮
フ
セ
ル
一
片
ノ
上
申
書
ト
ニ
由
テ
以
テ
之
レ
カ
褒
姥
瓢
捗
ヲ
為
シ
之
レ
カ

改
正
変
更
ヲ
決
行
セ
ル
ヲ
以
テ
其
実
際
ヲ
誤
り
其
至
当
ヲ
失
フ
少
ナ
カ
ラ
サ

ル
モ
又
怪
シ
ム
二
足
ラ
サ
ル
ナ
リ
（
第
一
一
十
三
回
）

ま
た
菊
雄
が
「
社
会
道
徳
篇
」
と
い
う
著
書
を
公
刊
す
る
際
、
そ
の
パ
ト
。
ン

と
な
っ
た
富
豪
に
洩
す
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
社
会
道
徳
の
腐
敗
、
出
版
道

義
の
低
下
を
衝
い
て
い
る
。

今
ヤ
社
会
ノ
風
習
全
ク
浮
躁
軽
薄
ノ
極
度
二
達
シ
義
気
人
情
ノ
如
キ
ハ
更

ラ
ニ
之
ヲ
言
フ
者
ナ
ク
只
己
力
利
ヲ
求
ム
ル
ニ
汲
々
ト
シ
テ
薯
モ
恥
ヲ
知
ル

コ
ト
ナ
キ
ョ
リ
徒
ラ
ニ
有
害
無
効
ノ
著
書
ヲ
ナ
シ
江
湖
幾
万
ノ
子
弟
ヲ
惑
ハ

ス
モ
ノ
砂
ナ
カ
ラ
ス
此
ヲ
以
テ
当
時
新
タ
ニ
発
覚
ス
ル
ノ
著
書
ハ
汗
牛
充
棟

モ
脅
ナ
ラ
サ
ル
カ
如
シ
ト
離
ト
モ
英
世
益
ヲ
為
ス
ノ
書
籍
二
至
り
テ
ハ
英
二

家
々
暁
星
ヲ
見
ル
カ
如
シ
（
第
三
十
回
）

そ
の
他
、
特
に
都
会
人
士
の
社
会
道
徳
の
頼
廃
を
嘆
い
た
と
こ
ろ
（
第
三
十
五

五



回
）
や
「
固
ヨ
リ
威
柄
ヲ
以
テ
圧
ス
可
ラ
ス
権
勢
ヲ
以
テ
服
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ

ノ
ハ
男
女
婚
姻
ノ
一
事
ナ
リ
」
（
第
十
二
回
）
と
言
っ
て
、
当
事
者
の
意
志
を
考

慮
せ
ず
、
親
の
権
威
で
結
婚
の
相
手
を
決
定
す
る
弊
謡
を
さ
び
し
く
衝
い
て
い

る
と
こ
ろ
や
、
あ
る
い
は
、
そ
の
婚
姻
の
相
手
と
し
て
、
書
生
が
軽
蔑
さ
れ
る

べ
き
存
在
で
は
な
く
、
将
来
性
あ
る
人
々
と
し
て
注
目
さ
れ
る
と
説
い
て
い
る

と
こ
ろ
（
第
二
十
八
回
）
も
あ
り
、
多
く
の
新
し
い
思
想
を
盛
っ
て
い
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
ま
ず
こ
れ
ら
の
思
想
の
新
し
さ
に
、
こ
の
「
世
路
日
記
」
が

従
来
の
戯
作
を
び
さ
は
な
す
と
い
う
点
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
こ
の
作
品
の
真
の
新
し
さ
は
、
た
だ
文
学
以
前
の
思
想
に
の
み
あ

る
と
は
言
え
な
い
。
柳
田
泉
氏
は
前
掲
書
に
お
い
て
、
「
『
世
路
日
記
』
は
そ
の

初
刊
の
当
時
に
於
い
て
既
に
大
に
青
年
社
会
の
愛
読
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
数

版
を
重
ね
た
と
い
ふ
」
が
様
々
の
「
思
想
的
分
子
に
よ
っ
て
当
時
の
人
々
が
さ

ぅ
甚
し
く
感
動
し
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
」
と
言
い
、
「
少
年
少
女
が
環
境
と

伝
統
の
束
縛
、
家
族
制
度
の
圧
制
等
か
ら
脱
し
て
希
望
の
多
い
若
々
し
い
新
社

会
を
形
作
ら
う
と
す
る
努
力
、
い
は
ば
此
二
人
の
求
め
る
感
情
的
解
放
、
そ
こ

に
著
者
自
身
の
要
求
の
発
露
が
あ
り
、
当
時
の
多
数
青
年
の
共
鳴
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
」
　
と
言
う
。
た
し
か
に
こ
の
男
女
の
行
動
の
も
つ
未
来
性
は
、

若
い
人
々
に
ア
ッ
ピ
ー
ル
し
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
そ
れ
に
、

そ
れ
を
支
え
る
文
章
、
表
現
が
堅
い
漢
文
調
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
む
し
ろ

そ
れ
故
に
小
説
と
し
て
は
新
鮮
で
あ
り
、
極
め
て
抒
情
的
で
あ
る
点
、
効
果
の

あ
っ
た
こ
と
も
十
分
肯
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
若
い
男
女
の
行
動
の
未
来
性
、
ロ
マ
ン
性
は
た
し
か
に
戯
作

を
ひ
さ
は
な
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
新
し
さ
を
真
に
将
来
さ

せ
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
こ
そ
が
、
こ
の
作
品
の
新
し
さ
の
実
体
で

」ヽ

あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
作
者
の
主
体
的
な
人
間
の
確
立
に
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
そ
れ
は
い
わ
ば
近
代
的
な
人
間
の
確
立
に
通
じ
る
も
の
だ
と
い
っ

て
も
よ
い
で
あ
ろ
ネ
ノ
。

当
時
の
戯
作
に
お
け
る
、
作
者
と
作
品
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
っ

た
か
。
明
治
戯
作
の
中
心
に
位
す
る
の
は
「
つ
づ
さ
も
の
」
の
発
展
し
た
毒
婦

物
、
日
渡
物
な
ど
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
は
作
者
は
単
に
職
人
と
し
て
そ

れ
を
書
か
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
高
橋
阿
伝
が
処
刑
さ
れ

た
と
な
る
と
、
魯
文
が
書
き
起
泉
が
書
く
、
そ
れ
は
決
し
て
作
者
の
主
体
的
な

問
題
憲
誠
や
、
表
現
街
道
に
よ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
書
窮
の
命
ず
る
と
こ
ろ

に
従
い
、
ま
た
読
者
の
嗜
好
を
体
し
て
の
述
作
な
の
で
あ
る
。
ま
た
一
面
、
こ

と
の
事
実
で
あ
る
か
な
い
か
は
、
多
く
問
う
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
「
高
橋

阿
伝
夜
刃
謹
」
と
「
東
京
奇
聞
」
を
読
み
く
ら
べ
て
見
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
如

何
に
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
か
。
お
伝
の
出
生
、
母
の
素
性
か
ら
し
て

両
者
は
大
き
く
喰
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
と
の
真
実
を
無
視
し
、
筋
の
展

開

の

車

で

ス

リ

ル

と

サ

ス

ペ

ン

ス

を

盛

り

、

シ

チ

ュ

エ

ー

シ

ョ

ン

の

一

つ

一

つ

に
惨
忍
・
猥
雑
を
の
ぞ
か
せ
、
ま
た
こ
れ
ら
の
陰
微
の
陰
に
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
勧

善
懲
悪
の
詞
を
付
加
す
る
。
報
道
性
に
期
待
さ
れ
る
唯
一
の
近
代
性
も
こ
れ
ら

の
戯
作
の
な
か
に
は
見
出
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
は
す
べ
て
作
家
と
し

て
の
主
体
性
の
喪
失
に
由
来
し
て
い
る
。

「
世
路
日
記
」
執
筆
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
香
水
の
自
叙
伝
「
文
士
佐
藤
鶴

谷
伝
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
十
二
年
三
月
塩
屋
学
校
二
転
勤
ヲ
命
ゼ
ラ
ル
、
是
ヨ
リ
先
鶴
谷
、
鶴

谷
女
学
校
二
奉
職
ス
ル
モ
ノ
前
後
五
年
、
方
正
謹
彊
ヲ
以
テ
称
セ
ラ
レ
、
職

二
当
ル
ヤ
懇
切
子
弟
ヲ
教
へ
、
精
励
校
務
ヲ
執
り
、
権
勢
二
阿
ラ
ズ
、
富
貴

ニ
媚
ビ
ズ
、
撃
々
ト
シ
テ
務
メ
、
汲
々
ト
シ
テ
櫛
ラ
ズ
、
当
時
同
校
ノ
規
律

整

然

見

ル

可

キ

モ

ノ

多

カ

リ

シ

ハ

、

一

二

鶴

谷

ノ

カ

ニ

依

リ

シ

ナ

リ

、

サ

レ

ド
由
来
頑
雲
ハ
月
ヲ
掩
ヒ
、
狂
風
ハ
花
ヲ
散
ラ
ス
、
教
員
中
二
三
好
倭
ノ
徒

鵜
谷
ノ
声
誉
卜
名
望
ト
ヲ
婚
娯
シ
、
籍
二
之
ヲ
傷
ケ
之
ヲ
姥
セ
ン
ト
図
ル
者

ア
リ
、
是
ヲ
以
テ
其
ノ
方
正
ハ
頑
冥
人
情
ノ
何
タ
ル
ヲ
解
セ
ズ
ト
セ
ラ
レ
、

其
ノ
謹
直
ハ
過
厳
子
弟
ヲ
教
フ
ル
ノ
道
二
違
ヘ
リ
ト
セ
ラ
ル
、
鶴
谷
之
ヲ
聞

ク
ヤ
憤
然
筆
ヲ
執
テ
一
小
史
ヲ
起
草
シ
艶
才
春
話
ノ
題
名
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
豊

前
中
津
二
於
テ
刊
行
ス
ル
田
舎
新
聞
社
二
枚
ズ
、
（
中
略
）
鶴
谷
ノ
該
小
史

ヲ
起
草
ス
ル
ヤ
、
一
面
ニ
ハ
当
時
教
員
社
会
ノ
風
紀
弛
頑
シ
、
荷
安
小
康
二

甘
シ
シ
テ
零
モ
青
雲
ノ
志
ナ
キ
ヲ
諷
シ
、
他
ノ
一
面
ニ
ハ
頑
冥
人
情
ヲ
解
セ

ズ
ト
議
ル
者
ヲ
反
省
セ
シ
メ
ソ
ガ
為
メ
纏
綿
濃
厚
ノ
情
致
ヲ
序
シ
タ
ル
モ
ノ

ナ
リ
　
（
柳
田
泉
氏
「
政
治
小
説
研
究
」
に
よ
る
）

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
自
讃
め
い
た
一
条
は
、
信
じ
な
い
と
し
て
も
、
同
僚

に
中
傷
さ
れ
賭
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
結
果
僻
地
に
転
任
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
、

そ
れ
に
対
し
て
「
憤
然
筆
ヲ
執
」
　
っ
た
こ
と
は
信
じ
て
よ
い
と
思
う
。
そ
こ
に

ま
ず
、
作
者
の
自
然
発
生
的
な
問
題
意
識
と
表
現
街
道
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
自
己
を
確
認
し
、
自
己
を
主
張
し
ょ
う
と
す
る
情
熱
が
そ
の

背
骨
を
貫
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
作
者
の
主
体
性
が
確
立
さ
れ

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
自
己
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
自
己
の
対
立

者
と
な
っ
た
教
員
社
会
を
批
判
し
、
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
ま
た
、

新
し
い
男
女
の
結
合
の
有
り
方
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
こ

に
は
す
で
に
柳
田
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
お
け
る
偶

然
性
や
、
人
物
に
お
け
る
類
型
性
に
、
著
し
い
戯
作
性
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
世
路
日
記
」
一
巻
の
新
し
さ
は
、
当
時
の
戯
作
と
全
く

「
畿
世
路
日
記
」
試
論

次
元
を
異
に
す
る
新
し
さ
を
示
し
得
た
。
そ
れ
は
何
ゆ
え
か
。
そ
れ
こ
そ
作
者

の
主
体
性
の
確
立
に
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
右
の
制
作
の
動
機
を
物
語
る
「
鶴
谷
伝
」
の
な
か
に
、
作
者
を
頑
冥

と
し
人
情
を
解
し
な
い
と
見
る
そ
し
り
に
報
い
る
た
め
に
「
纏
綿
濃
厚
ノ
情
致

ヲ
序
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
と
彼
の
内
面
的
な
真
実
と
は
ど
の

よ
う
に
相
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
見
、
自
己
の
内
面
に
は
な
い
も
の
を
、

こ
と
さ
ら
に
描
き
出
し
た
と
疑
わ
れ
る
。
右
の
自
伝
に
「
著
者
自
己
ノ
経
歴
ヲ

序
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
」
と
書
い
て
お
り
、
彼
の
体
験
に
は
な
か
っ
た
も
の
と
信

じ
て
よ
い
と
思
う
が
、
は
た
し
て
体
験
に
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
内
面
に
貯

え
ら
れ
て
い
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
そ
れ
は
必
ず

し
も
彼
に
と
っ
て
虚
偽
で
は
な
く
、
作
者
の
内
面
に
存
在
し
た
も
の
と
見
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
既
に
見
て
き
た
作
中
の
結
婚
観
の
示
す
よ
う
に
、
作
者
の
内
面

に
は
、
菊
雄
と
タ
ケ
と
を
め
ぐ
る
ロ
マ
ン
が
、
肯
定
さ
れ
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ

た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
、
や
は
り
作
者
の
内
面
的
な
真
実

と
一
致
し
、
ま
た
、
そ
の
主
体
性
に
参
劃
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

翻
っ
て
考
え
れ
ば
こ
の
よ
う
な
、
自
我
の
確
認
と
主
張
は
、
当
時
の
政
治
小

説
の
な
か
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
ら
は
自
己
の

生
活
体
験
の
具
象
と
そ
の
全
体
を
あ
げ
て
、
そ
の
行
動
の
な
か
か
ら
文
学
的
表

現
を
行
う
よ
り
も
、
政
治
的
・
思
想
的
に
啓
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
醸
成
さ
れ
た

情
熱
の
も
つ
、
抽
象
性
を
多
分
に
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
そ
れ
ら
は
、

国
内
の
民
衆
や
政
治
家
の
活
動
に
即
す
る
よ
り
も
、
外
国
に
素
材
を
求
め
、
あ

る
い
は
、
間
接
的
な
寓
話
的
発
想
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
点
、
「
世
路
日
記
」
の
現
実
性
と
そ
れ
を
支
え
る
主
体
性
は
高
く
か
わ
れ
で

よ
い
と
思
う
。

七



も
っ
と
も
「
世
路
日
記
」
も
「
花
柳
春
話
」
と
い
う
文
学
的
先
縦
を
も
っ
て

い
る
。
従
っ
て
全
く
自
己
の
内
面
に
の
み
真
実
で
あ
っ
た
と
し
難
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
れ
は
た
だ
そ
れ
を
模
倣
し
、
翻
案
す
る
に
止
っ
た
も
の
で
は
な

く
、
「
花
春
柳
話
」
の
ロ
マ
ン
性
を
十
分
に
彼
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
こ
ろ
の
、
彼
自
身
の
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
こ
に
、
当
時
多

く
の
読
者
を
動
員
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
「
世
路
日
記
」
に
お
け
る
文
学
的
主
体
性
は
、
当
時
に
お
い

で
は
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
す
で
に
近
代
的
な
文
学
性
の
足
跡

を
認
め
う
る
も
の
が
あ
り
、
文
学
史
上
、
逸
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
作
品
で
あ

る
と
恐
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
九
・
八
・
八
）

（
注
）
　
こ
の
小
論
の
結
論
に
お
け
る
評
価
が
、
従
来
の
評
価
と
異
な
る
こ
と
を

明
か
に
す
る
た
め
、
念
の
た
め
、
冒
頭
に
あ
げ
た
先
学
の
言
を
抄
出
す
る
。

本
間
久
雄
氏
「
明
治
文
学
史
・
上
巻
」
二
七
九
－
二
八
二
ペ
ー
ジ
。
「
・

…
純
粋
の
政
治
小
説
と
稿
々
趣
を
異
に
す
る
が
、
菊
亭
香
水
の
「
識
世
路
日

記
」
…
…
を
も
序
で
に
併
せ
述
べ
て
瞳
か
う
。
…
…
そ
の
頃
の
教
育
社
会
の

風
紀
が
振
は
ず
弊
賓
し
き
り
に
生
じ
、
且
つ
教
育
界
に
身
を
置
く
者
と
し
て
、

志
の
遠
大
を
期
す
る
者
が
極
め
て
稀
で
あ
る
の
を
慨
し
て
「
諷
刺
激
励
、
頑

を
直
し
、
儀
を
起
さ
ん
」
　
た
め
に
、
そ
の
作
を
公
げ
に
し
た
の
で
あ
り
、
…

…
政
治
小
説
と
い
ふ
よ
り
は
、
寧
ろ
教
育
小
説
、
立
志
小
説
と
い
ふ
べ
き
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
此
作
は
…
…
教
育
事
業
を
、
…
…
男
子
一
生
の
専
業

と
す
る
に
足
り
な
い
も
の
と
考
へ
…
…
当
時
の
政
治
熱
が
、
い
か
に
青
年
有

為
の
教
育
者
を
し
て
、
其
職
に
留
ら
し
め
ず
、
更
に
彼
れ
を
駆
っ
て
、
政
治

社
会
に
赴
か
ざ
る
を
得
ざ
ら
し
め
た
か
ど
い
ふ
一
代
の
風
潮
を
も
拝
せ
窺
ひ

得
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
こ
の
作
は
一
種
の
政
治
小
説
と
云
へ
な

八

い
こ
と
は
な
い
。
　
…
⊥

篠
田
太
郎
氏
「
露
雑
器
近
代
日
本
文
学
史
」
一
〇
四
ペ
ー
ジ
。
「
こ
れ

ら
の
政
治
小
説
以
外
に
一
般
文
士
の
政
治
小
説
が
あ
る
。
…
…
菊
亭
香
水
の

「
畿
世
路
日
記
」
は
政
治
小
説
と
は
三
な
い
も
の
で
政
治
も
政
界
も
描
か

れ
て
ゐ
ず
・
…
‥
最
後
に
主
人
公
が
志
を
国
事
に
懐
い
て
政
界
に
活
躍
す
る
こ

と
を
附
け
足
し
て
あ
る
こ
と
が
政
治
に
関
係
あ
る
だ
け
で
、
一
種
新
棟
の
小

説
と
云
ふ
に
す
ぎ
な
い
。
…
…
戯
作
の
影
響
と
は
全
く
離
れ
て
ゐ
る
と
共
に
、

文
士
の
政
治
小
説
（
政
治
家
の
そ
れ
に
は
非
ず
）
　
に
形
態
上
の
先
駆
を
な
し

て
ゐ
る
点
は
認
め
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
…
…
」

吉
田
精
一
氏
「
明
治
大
正
文
学
史
」
二
二
ペ
ー
ジ
。
「
花
柳
春
話
の
影
響

は
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
模
倣
作
…
…
が
続
出
し
た
が
、
そ
の
内
で
挙

げ
る
べ
き
佳
作
は
菊
亭
香
水
の
「
世
路
日
記
」
　
で
あ
る
。
小
学
校
の
教
員
…

…
が
、
志
を
立
て
て
郷
関
を
出
で
苦
学
力
行
す
る
と
い
ふ
、
明
治
初
期
ら
し

い
主
題
を
単
純
な
筋
立
て
で
ま
と
め
た
も
の
で
、
作
も
構
想
も
幼
稚
で
あ
る

が
、
た
だ
全
篇
を
通
じ
て
掬
す
べ
き
情
味
が
あ
ふ
れ
、
甘
美
な
感
傷
が
香
気

高
く
匂
っ
て
ゐ
る
。
…
…
」

「
明
治
文
化
史
・
文
芸
篇
」
一
一
七
ペ
ー
ジ
（
岡
崎
正
氏
担
当
の
部
分
）
「
…

…
政
治
小
説
発
展
時
代
に
お
い
て
、
政
党
を
超
越
し
て
政
治
小
説
を
書
い
た

人
も
い
る
。
菊
亭
香
水
は
そ
の
一
人
で
、
そ
の
薯
「
隷
艶
才
春
話
」
は
教
育

の
振
興
を
説
い
た
も
の
で
、
一
種
の
政
治
小
説
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

は
一
八
八
四
年
（
明
治
十
七
年
）
に
「
総
世
路
日
記
」
と
改
題
さ
れ
、
薪
文

体
と
新
思
想
の
先
駆
的
作
品
と
な
り
、
三
十
年
前
後
に
か
け
て
、
文
学
青
年

の
第
一
に
愛
読
す
る
書
の
一
つ
と
な
っ
た
と
い
う
。
」

村
　
　
　
田

穆

仮
　
名
　
草
　
子
　
瑛
　
言

こ
の
稿
は
、
本
年
七
月
十
三
日
本
学
の
夏
季
講
座
で
「
『
好
色
一
代
男
』
ま

で
」
と
超
し
て
、
し
ゃ
べ
り
ま
し
た
草
稿
で
す
。
そ
ん
な
話
相
応
の
逸
脱
も

あ
っ
て
、
平
生
の
餞
舌
を
更
に
甚
だ
し
く
し
た
嫌
ひ
は
あ
り
ま
す
が
、
文
学

の
論
文
は
、
自
然
科
学
風
の
平
板
退
屈
な
記
述
と
は
違
ふ
、
と
い
ぶ
持
論
の

遁
辞
に
す
が
っ
て
、
稿
を
改
め
る
労
を
厭
ひ
ま
し
た
。
加
へ
て
、
別
稿
の

「
『
好
色
一
代
男
』
私
記
」
　
（
「
立
命
館
文
学
」
昭
和
三
十
四
年
七
八
月
合
併

号
）
と
、
こ
の
稿
の
性
質
上
、
重
な
る
記
述
が
あ
り
ま
す
こ
と
も
、
あ
ら
か

じ
め
御
見
許
し
を
願
っ
て
お
き
ま
す
。

転
換
期
の
文
学
と
い
ぶ
テ
ー
マ
の
下
で
、
私
に
は
中
世
か
ら
近
世
へ
の
変
り

め
に
つ
い
て
話
せ
と
い
ぶ
こ
と
な
の
で
す
が
、
こ
こ
は
実
は
、
大
変
な
と
こ
ろ

と
思
っ
て
を
り
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
改
め
て
申
し
ま
す
の
も
気
の
ひ

け
る
く
ら
ゐ
、
年
ミ
の
文
学
史
の
講
義
で
繰
り
返
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
国
の
文
学
史
を
大
き
く
分
け
て
、
前
半
貴
族
文
学
の
時
代
後
半
庶
民
文
学

の
時
代
と
区
分
す
る
、
そ
の
境
め
が
そ
こ
に
あ
る
と
思
ふ
か
ら
で
す
。

近
ご
ろ
、
日
本
史
の
方
で
は
、
鎌
倉
室
町
江
戸
の
三
時
代
を
一
括
し
て
中
世

と
呼
ぶ
風
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
封
建
時
代
と
い
ぶ
一
括
の
仕
方
は
、
歴
史
学
の

仮
名
草
子
墳
言

方
で
は
当
然
で
、
む
し
ろ
、
遅
さ
に
過
ぎ
た
感
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
文
学

史
の
方
に
も
ち
こ
む
人
の
め
り
ま
す
の
は
、
い
か
が
な
も
の
で
せ
う
。

文
学
史
で
は
、
封
建
時
代
と
い
ぶ
概
括
に
一
義
の
意
味
が
ぬ
る
か
ど
う
か
の
、

反
省
が
必
要
で
す
。

仮
り
に
、
そ
の
時
代
の
作
者
や
作
品
を
漫
然
と
思
ひ
浮
か
べ
て
み
て
も
、
鎌

倉
室
町
時
代
な
ら
、
定
家
、
兼
好
、
世
阿
弥
、
心
敬
、
宗
祇
等
ミ
の
人
ミ
に
し

て
も
、
平
家
物
語
以
下
の
軍
記
物
の
如
き
に
も
、
私
ど
も
が
す
ぐ
強
く
感
じ
る

の
は
、
封
建
制
で
な
く
、
む
し
ろ
、
貴
族
文
学
、
そ
の
亜
流
、
隠
者
文
学
の
に

は
ひ
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。
江
戸
時
代
の
作
者
に
つ
い
て
も
、
西
鶴
、
芭
蕉
、

近
松
か
ら
種
彦
、
審
水
の
徒
に
至
る
ま
で
、
数
へ
立
て
て
、
庶
民
文
学
の
先
駆
、

町
人
文
学
の
感
が
深
い
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。
一
寸
注
意
し
て
お
き
ま
す
が
、

町
人
と
い
ぶ
の
は
家
持
階
級
の
こ
と
で
、
そ
の
下
に
借
家
人
階
級
が
あ
る
の
で

す
。
や
か
ま
し
く
言
へ
ば
、
享
受
者
の
層
は
時
代
の
下
ろ
に
つ
れ
て
、
借
家
人

階
級
に
も
厚
く
な
り
、
文
字
を
必
要
と
し
な
い
芸
能
は
は
じ
め
か
ら
借
家
人
階

級
の
参
加
も
相
当
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
中
心
は
、
町
人
階
級
で
、
文
学
は
、
ま

だ
完
全
に
庶
民
の
も
の
と
な
っ
た
と
は
言
へ
ぬ
の
で
す
。

さ
て
、
こ
の
一
寸
し
た
、
任
意
の
前
に
か
へ
っ
て
、
鎌
倉
室
町
時
代
や
ら
江
戸

九


